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試料・情報利用研究計画書（概要）

東北メディカル・メガバンク機構

RNF213遺伝子p.R4810K多型保持健常者における潜在的画像所見のAI
解析

2021年12月～2024年3月

東北大学病院

対象：「脳と心の健康調査」参加者　約12,000人
試料：なし
情報：基本情報、MRI画像、RNF213遺伝子p.R4810K多型の有無

　人を対象とする生命科学・医学系研究の倫理指針のほか、別途締結する研究契約を遵守する。
　利用する試料・情報は、ToMMoスーパーコンピュータ内での使用に限定する。
　本研究は、症例として医療機関で患者から取得した既存試料・情報を利用するが、拒否機会の保障等別途必要な手
続きを行っている。

科学研究費助成事業

冨永　悌二 東北大学病院

　もやもや病における早期の潜在的な形態変化を検出する。

　MRI の情報から両側内頚動脈終末部の形状を獲得し、人間の眼には捉えきれない潜在的な形態学的特徴を機械学
習の手法を用いて抽出する。

　もやもや病感受性遺伝子多型が、どのような機序でもやもや病の発症に関与しているか、という問いに挑むものであ
る。

2021年11月　東北大学医学系研究科倫理委員会承認
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